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AI機械学習を基盤とする迅速かつ正確な評価技術の確立
AI天然物創薬研究による天然資源由来の革新的天然物の発見

・オリジナル天然物エキス
九州各地の微生物エキス4万種
海外天然資源エキス4,500種

・天然物創薬に関する豊富な実績

生物画像解析技術

SDGs達成への貢献：2. 飢饉をゼロに 3. 全ての人に健康と福祉を
9. 産業と技術革新の基盤を作ろう 14. 海の豊かさを守ろう 15. 陸の豊かさも守ろう

タバコ培養細胞
新規作用機序で
作用する農薬の探索

AI機械学習を用いた画像分類モデルの構築
評価時間の大幅な短縮・高い精度の評価
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部局横断

破骨細胞
骨粗鬆症治療薬

の探索

活性を
自動評価

・活性あり

・活性なし
細胞画像 ・AI機械学習

・画像解析

天草で採取した海綿 新規物質アマクサミン
（J. Nat. Prod. 2021; IF 4.803)

・評価に用いる細胞


